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分
布中

世
か
ら
江
の
川
は
、
日
本
海
側
へ
の

交
通
・
水
運
ル
ー
ト
と
し
て
、
政
治
・
経

済
両
面
か
ら
重
要
で
し
た
。
現
在
も
三
江

線
は
江
の
川
に
沿
っ
て
走
り
、
安
芸
高
田

市
内
に
は
４
駅
が
あ
り
ま
す
。
沿
線
に
は

幾
つ
か
の
城
跡
が
残
り
、
い
ず
れ
も
比
較

的
小
規
模
な
城
跡
で
す
。

立
地島

根
県
境
に
近
い
こ
の
城
跡
は
、
こ
れ

ま
で
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
元
の
方

の
ご
教
示
で
初
め
て
調
査
し
ま
し
た
。
無

名
で
あ
る
た
め
、
便
宜
上
仮
に
「
下
川
根

城
」
と
し
ま
し
た
。
下
川
根
地
区
の
す
ぐ

そ
ば
の
、
江
の
川
を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘

陵
上
に
あ
り
ま
す
。

城
跡こ

の
城
は
郭
Ⅰ
を
中
心
と
し
た
構
造
で

す
。
そ
の
前
後
に
は
土
塁
を
備
え
、
さ
ら

に
堀
切
A
、堀
切
B
、堀
切
C
、堀
切
D（
後

世
の
開
削
あ
り
）
と
４
本
の
堀
切
が
よ
く

残
り
ま
す
。
一
方
で
こ
の
城
の
最
大
の
見

所
は
、
堀
切
A
の
前
方
に
残
る
、
複
数
の

空
堀
と
土
塁
に
よ
る
謎
の
遺
構
で
す
。
縦

に
３
本
の
堀
が
並
び
、
内
２
本
が
Ｌ
字
に

折
れ
て
堀
切
A
に
沿
っ
て
竪
堀
状
に
な
る

と
い
う
極
め
て
珍
し
い
構
造
で
す
。

こ
の
城
に
関
し
て
の
歴
史
等
は
不
明
で

す
が
、
こ
の
一
帯
は
戦
国
時
代
初
期
に
は

高
橋
氏
の
勢
力
下
で
、
後
に
毛
利
氏
の
領

地
と
な
り
ま
し
た
。

シリーズ｢お城拝見！｣第 76回下川根城《高宮町川根》
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歴史民俗博物館では 12 月 10 日まで企画展「さ
よなら三江線」を開催中です。今回はそれに関連
して、三江線の沿線に存在する城跡を紹介します。
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下川根城遠望（東側より撮影）

三江線沿線の城跡位置図（国土地理院標準地図より）

下川根城略測図（作図 秋本哲治） 下川根城赤色立体地図（安芸高田市教委蔵）
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総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部 ・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部 ・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局 ・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
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八千代支所 ・・・・・・・・・・・☎52-2111
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人
権
問
題
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。「
学
び
」
は
、
平
和
へ
の
第
一
歩
。

み
な
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
教
科
書
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
〜

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
韓
民
族
の
歴
史
」

評
論
家
・
拓
殖
大
学
客
員
教
授

石 

平
さ
ん

　
11
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15
時

　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

い
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」や「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」

「
子
ど
も
神
楽
」
な
ど
小
さ
な
お
子
さ
ん

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

11
月
25
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

吉
田
人
権
会
館

（
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
よ
し
だ
）

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー

な
ど

※

駐
車
場
は
、
吉
田
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
練
習
場
・
元
広
島
県
農
業
共
済
組

合
（
安
芸
高
田
連
絡
所
）
駐
車
場
・
安

芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

９
時
〜
17
時

※

月
曜
、
及
び
11
月
24
日
休
館

大
人
３
０
０
円
／
小
中
学
生
１
５
０
円

来
春
廃
線
予
定
の
三
江
線
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
や
古
写
真
を
一
同
に
公
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

吉
田
人
権
会
館
で
は
、〝
人
を
大
切
に

ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
〞
を

テ
ー
マ
に「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」「
作
品
展
示
」

や
「
バ
ザ
ー
」
な
ど
、
楽
し
く
て
お
い
し

10
月
21
日
（
土
）
〜
12
月
10
日
（
日
）

安
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史
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勇壮に舞う郡山子ども神楽団の子どもたち

【受付】

jouhouka@city.akitakata.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

メール、もしくは本・支所へ設
置してありますアンケート用紙
にご記入の上、広報ご意見ポス
トへ投函ください。
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